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表1 供試米の品種・系統

1 は じ め に

動脈硬化,脳卒中,ガンなどの生活習慣病には生体内

で生成する活性酸素が大きく関わつている事が明らかに

なり,これらを消去し,酸化ス トレスを軽減できる食品

成分が注目されている。米においてはビタミンE類 ,フ

ェルラ酸などのポリフェノール類などが抗酸化性成分と

して知られる。

我々は前報において色素米のぬか部にポリフェノール

類に由来する強い抗酸化性があること報告した
1ヽ
今回 ,

強い抗酸化性を有する有望品種の選抜を目的とし,性状

・形質の異なる品種のぬか部の抗酸化性の比較を行つ

た。また,親水性成分であるポリフェノール類に出来す

る抗酸化性の他,作用部位の異なる脂溶性抗酸化成分で

あるビタミンE類を比較することで,総合的な米の抗酸

化性の評価を試みた。

本研究は 「生物系産業創出のための異分野融合研究支

援事業」の一部として,生研センターの支援を受け実施

された。

2試 験 方 法

(1)実験試料

東北農業研究センター大仙研究拠点 (秋田県大仙市)

において,平成 17年度に栽培された16品種 (表 1)を 供

試した。それぞれの玄米を,マ ジックミル (サ タケ株式

会社)を使用し精米し,得 られたぬか部を,以下の実験

に使用した。

吉林黒米
稀珍黒米

各絆壺埜豊‐―一一環勇完挙・
‐―;鵠一一一番‐一‐

紫黒     7月 29日    易
紫黒 モチ  8月 11日     易

ひとめばれ
コシヒカリ
スノーパール
シルキーパール

恋あずさ

8月 7日     難
8月 17日      難

低アミロース 8月 4日     難
低アミロース 8月 5日     難
巨大胚    8月 4日     難

タカナリ       長粒     8月 15日     易

(2)ポ リフェノール類に由来する抗酸化性

ポリフェノール類に出来する抗酸化性は既報"に従い

行つた。供試ぬか01gを 5mLの ジメチルスルホキシ ド(DM

SO)で 暗下,室温で一晩抽出した。1,1ジ フエニルー2-

ピクリルヒドラジル (DPPH)ラ ジカルがDMSO抽 出試料添

加により消去される度合いを測定するDPPH法 と,キサン

チンーキサンチンオキシダーゼによつて発生する活性酸

素であるスーパーオキサイ ドアニオンがDMSO抽 出試料添

加により消去される度合いを測定する化学発光法の2つ

の方法を採用した。測定結果はともに試料が無添加の時

の測定値に対し半量に減 じさせる試料濃度 (IC6o)を そ

れぞれ, トロロックス相当量,スーパーオキサイ ドジス

ムターゼ (SOD)相 当量として表 した。測定は3回反復 し行

った。

(3)ビタミンE類の測定

供試ぬか50mgに 3mLの 2プロパノール (0025%BHT w/

v)を添加 し,1分間ボルテックスミキサーで撹拌 し,抽

出した。抽出液を825× gで 10分間遠心し,上清を45μ m

のPTFFメ ンブレンで濾過し,抽出液をHPLCで分析した。

分析はInertsil SIL 100A 3(4 6mmI D× 25cm,GLサ イ

紫黒 モチ  8月 8日
紫黒     7月 291
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エンス)カ ラムを用い,移動相はHexane:1,4 dioxane:2-

propan。1=100:4:05,流速はlmし /分 ,検出は蛍光検出器

を用いex294nm/em326nmで 行つた。

各ピークは標準物質により同定し,測定は3回反復し行

った。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)ポ リフェノール類に出来する抗酸化性

図 1に DPPH法 ,化学発光法の結果を示す。原理の異な

る2つの方法がともに同様の結果を示したことから結果

の信頼性は高いと思われた。品種による比較では,前報

と同様に紫黒米,赤米が高い抗酸化性を示し, 自米,緑

米には活性はほとんど無かつた。これは米ぬかの主たる

抗酸化性が色素米の色素であるアントシアニン,タ ンニ

ン等に由来するためと思われた。色素米では紫黒米の「吉

林黒米」,「朝紫」,赤米の「神丹穂Jが強い活性を示し,

有望品種であることが分かつた。

コシヒカリに対する相対値

図2米ぬか中の ビタミンE量の比較

4ま と め

同一条件で栽培された形質の異なる16品種の米のぬ

か部の抗酸化性を比較した。抗酸化性はDMSO可溶親水性

部分 (ポ リフェノール部)と 2プロパノール可溶脂溶性

画分 (ビタミンE部)に分け評価 した。親水性部は紫黒

米,赤米が自米に比べ強い抗酸化性を示 し,中 でも紫黒

米の 「吉林黒米」,f朝紫」,赤米の 「神丹穂Jが強い活

性を示 した。脂溶性部では, ビタミンE含量に,品種お

よびその他の形質による特徴的な差は見られなかつた。

抗酸化性に着目した場合,色素米は我々が通常食して

いる「ひとめばれJ,「コシヒカリ」に対し非常に強い活

性を有する。このことから,健康機能性の面で差別化を

はかれる可能性があると思われ,本成果により,今後の

育種および色素米等の研究に資する基礎的なデータを供

することができた。
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(3)ビタミンE類の測定

図2に米ぬかビタミンE量を示す。米ぬか中にはビタミ

ンE類 として トコフェロールの他 トコ トリエノールが見

られた。品種間の比較では色素米,自米との間に違いは

見られなかつた。各異性体含量の比較では,ほぼ同様の

比率であったが,「上海黒襦」,「希珍黒米」,「タカナリ」

ではα― トコ トリエノールが少なかった。
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